
の
指
定
を
受
け
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
実
践
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

に
基
づ
い
た
学
校
改
革
に
着
手
。各
教
科
・

科
目
で
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
の
実
践

や
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
か

ら
の
授
業
改
善
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。　

　

17
年
度
は
、
学
校
教
育
活
動
全
体
の
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
確
立
に
動
き
出
し

た
。
ま
ず
、
教
科
・
科
目
を
超
え
て
教
育

目
標
の
共
有
を
図
る
た
め
、「
ク
ロ
ー
バ
ー

プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
た
。
そ
れ
は
、
既
存

の
教
育
活
動
を
「
確
か
な
学
力
の
育
成
」

「
探
究
力
の
育
成
」「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実

践
」「
自
己
実
現
を
叶
え
る
為
の
サ
ポ
ー

ト
」
の
４
つ
に
整
理
し
、
目
指
す
学
校
像

と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育

　

大
阪
府
の
教
育
を
牽
引
す
る
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
と
し
て
２
０
１
１
年
度

に
開
校
し
た
大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属

高
校
は
、大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
の
研
究
・

研
修
機
能
と
一
体
と
な
っ
た
教
育
活
動
を

展
開
す
る
公
立
高
校
だ
。開
校
以
来
、「
変

化
の
激
し
い
社
会
の
中
で
感
性
を
豊
か

に
、
生
き
抜
く
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
学

校
」
を
目
指
す
学
校
像
に
掲
げ
て
い
る
。

　

16
年
度
に
は
、
文
部
科
学
省
「
高
校
生

の
基
礎
学
力
の
定
着
に
向
け
た
学
習
改

善
の
た
め
の
調
査
研
究
事
業
」（
３
年
間
）

活
動
で
育
成
す
る
資
質
・
能
力
を
示
し
た

も
の
だ
（
図
１
）。
そ
の
中
で
、
特
に
育

成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
と
し
て
掲
げ
た

の
が
、「
メ
タ
認
知
能
力
」
と
「
自
己
調

整
能
力
」
で
あ
る
。
首
席
の
田
中
昌ま

さ
か
ず一
先

生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
生
徒
自
身
が
目
標
を
持
ち
、
そ
の
実

現
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
姿
勢
や
力
を
育

ま
な
い
限
り
、
基
礎
学
力
の
定
着
や
思
考

力
等
の
育
成
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
生
徒

が
自
分
の
学
力
を
客
観
的
に
見
て
課
題
を

把
握
し
、
自
ら
改
善
し
て
い
く
力
を
育
む

こ
と
が
最
大
の
目
標
だ
と
捉
え
ま
し
た
」

　

そ
の
上
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。
学
年
団
で

は
「
学
年
目
標
」
と
「
育
て
た
い
力
」
を
、

各
教
科
で
は
「
科
目
の
目
標
、
つ
け
た
い

力
」
を
設
定
し
、
全
学
年
、
全
教
科
・
科

目
を
見
通
し
た「
年
間
指
導
計
画
一
覧
表
」

を
作
成
し
た
。
宮
田
早さ

え

こ
永
子
教
頭
は
、
そ

の
意
義
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「『
年
間
指
導
計
画
一
覧
表
』
に
よ
り
、

時
期
ご
と
の
各
教
科
・
科
目
の
内
容
及
び

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
が
一
覧
で
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
教
科
内
で

指
導
計
画
を
立
て
る
際
も
、
他
教
科
と
の

連
携
を
考
え
た
り
、
重
複
し
て
い
る
部
分

は
精
選
し
た
り
と
、
他
教
科
と
の
連
動
を

意
識
し
た
計
画
の
立
案
が
可
能
に
な
り
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
第
一

歩
と
な
り
ま
し
た
」

メ
タ
認
知
能
力
と
自
己
調
整
能
力
の
育
成
を
目
指
し
、

振
り
返
り
を
重
視
し
た
指
導
を
全
校
で
実
施

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校
は
、
２
０
１
７
年
度
、「
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン
」
で
既
存
の
教
育
活
動
を
整
理
し
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
教
員
間
で
共
有
し
た
。

そ
の
中
で
も
メ
タ
認
知
能
力
と
自
己
調
整
能
力
の
育
成
に
焦
点
を
あ
て
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用
や
授
業
で
の
振
り
返
り
を
強
化
し
て
き
た
。

教
科
・
科
目
を
超
え
た
授
業
研
究
な
ど
を
進
め
る
過
程
で
、
学
校
教
育
活
動
全
体
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
回
り
始
め
て
い
る
。

事
例
２　

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校

P
lan

「
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン
」
で
育
成

を
目
指
す
資
質・
能
力
を
共
有
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メ
タ
認
知
能
力
と
自
己
調
整
能
力
の
育

成
に
向
け
て
始
め
た
の
が
、
１
年
生
を
対

象
と
し
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
活
用
だ
。

し
ょ
う
。
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
主
体
性
の

育
成
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま
し
た
」

　

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
導
入
は
、
教
員
が

振
り
返
り
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
契
機

に
も
な
っ
た
と
、
指
導
教
諭
の
池
田
径け

い

先

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
将
来

の
目
標
を
見
据
え
て
今
、
何
を
す
べ
き
か

を
考
え
る
自
己
調
整
が
重
要
に
な
る
こ
と

を
伝
え
、「
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン
」
の
内

容
と
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
意
義
を
説
明
。

学
習
や
行
事
の
活
動
記
録
、
模
擬
試
験
の

帳
票
な
ど
を
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に
蓄
積
さ

せ
る
よ
う
に
し
た
。

　

そ
の
一
例
は
、「
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン

『
夏
休
み
実
行
計
画
』」
だ
。
夏
季
休
業
前

に
４
つ
の
プ
ラ
ン
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
を
立

て
さ
せ
、夏
季
休
業
後
に
そ
の
計
画
の
振

り
返
り
を
さ
せ
た
。ま
た
、年
度
末
に
は
、

４
つ
の
プ
ラ
ン
ご
と
に
１
年
間
を
振
り
返

り
、で
き
た
こ
と
と
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
結
果
、そ

し
て
次
年
度
に
向
け
た
目
標
と
そ
の
達
成

に
向
け
た
方
策
を
考
え
さ
せ
た
（
Ｐ
．14

図
２
）。
田
中
先
生
は
こ
う
語
る
。

　
「
生
徒
は
、活
動
を
振
り
返
り
、そ
の
内

容
を
メ
タ
認
知
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

自
分
で
見
通
し
を
立
て
、
前
に
進
め
る
で

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校

◎
大
阪
府
立
大
和
川
高
校
を
改
編
し
て
開
校
。「
共

に
学
び
、
共
に
敬
い
、
共
に
高
ま
る
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、
新
た
な
学
び
の
創
造
を
目
指
す
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
探
究
学
習
な
ど
を

通
し
て
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
学
力
の
育
成
を
図
る
。

◎
設
立　

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
２
４
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

京
都
外
国
語
大
、
立
命
館
大
、
龍
谷
大
、
追
手
門

学
院
大
、
大
阪
経
済
大
、
大
阪
電
気
通
信
大
、
関

西
外
国
語
大
、
関
西
大
、
近
畿
大
、
摂
南
大
、
桃

山
学
院
大
、
関
西
学
院
大
、
甲
南
大
、
神
戸
学
院

大
な
ど
に
延
べ
１
４
４
人
が
合
格
。

◎U
RL

　

http://w
w

w
.osaka-c.ed.jp/partner/

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校

竹
島
貴
之
　

た
け
し
ま
・
た
か
ゆ
き

教
職
歴
４
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
３
学
年
副
担
任
。
進
路

指
導
部
。

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校

太
田
圭
輔
　

お
お
た
・
け
い
す
け

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。
１
学
年
担
任
。
進
路
指

導
部
。

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校

酒
井
将
平
　

さ
か
い
・
し
ょ
う
へ
い

教
職
歴
９
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
探
究
科
主
任
。
総
務
企

画
部
。

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校

池
田
径
　

い
け
だ
・
け
い

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

２
年
目
。
指
導
教
諭
。
生
徒
指
導

部
。

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校

田
中
昌
一
　

た
な
か
・
ま
さ
か
ず

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

８
年
目
。
首
席
。

大
阪
府
教
育
セ
ン
タ
ー
附
属
高
校
教
頭

宮
田
早
永
子
　

み
や
た
・
さ
え
こ

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

10
年
目
。

「クローバープラン」図１

ほかに、生徒向けに４つの学習で何を行うかをまとめた「ク
ローバープラン」も作成し、生徒に配布した。
＊学校資料を基に編集部で作成

確かな学力の育成
•全教科で取り組む授業研究・授業改善（ICEモデルの実践）
　パフォーマンス課題、ルーブリックの活用、思考力・
判断力を育みつつ、基礎学力の定着を図る。（ＩＣＴ
活用、アクティブ・ラーニング）

•学びの基礎診断等を活用したＰＤＣＡサイクルの確立
　生徒　計画を立てながら学習する。テストの結果を

振り返り修正する。
　教員　観点別学習状況評価に基づくシラバスによる

授業の実施。

•カリキュラム・マネジメントの実践（コア）
　教育課程実施計画、シラバスの検証を行い改善する。
（カリキュラム面の関連性、マネジメント面の協働性）

キャリア教育の実践
仕事・社会へのトランジション

•３年間を通した進路指導計画の実践
　進路ＨＲ、進路行事、探究ナビとの連携、高大連携、
外部人材の活用等。

•ガイダンス機能を充実させ、自ら学ぶ生徒を育成
　教務部と進路指導部、学年が連携した選択指導、社
会とのつながりを意識させる授業の実践。（外部機関
との連携、パフォーマンス課題）

　メタ認知能力を伸ばし、自己調整型の主体的な学習
ができる工夫の実践。

•進路希望実現に結びつく学力の育成
　目標を持って主体的に学習する力を育成する進路指導。

探究力の育成
•コミュニケーション能力の育成（チームで働く）
　職業調べ、商品開発、演劇プログラム等を通して聴く、
話す、協働する等の力をつける。

•社会とつながる力の育成（考え抜く）
　文化研究やフィールドワークを通して、かかわる、計
画する、多面的・多角的に考える等の力をつける。

•未来を拓く力の育成（前に踏み出す）
　個人、グループによる課題研究を通して、企画する、
望ましい解決をめざす、発信する、進路を切り拓く等
の力をつける。

　「探究ナビ」を教科横断型の教科として、研究・実践
を行う

自己実現を叶える為のサポート
•行事・部活動、生徒会、ボランティア等の特別活動
を通しての人間力の育成
　自主的な活動計画、リーダーシップ、チームワーク等。

•人権教育を基盤とした生徒指導
　他者への思いやり、基本的な生活習慣の確立。

•読書活動の充実
　図書室の充実により、読解力育成の基礎固め、知識
を広げ、教養を深める。

D
oポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
活
用
し
た

振
り
返
り
に
よ
り
見
通
し
を
持
た
せ
る

 Oc tober  201813

特集
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「
学
期
の
最
初
に
は
メ
タ
認
知
能
力
の

重
要
性
を
説
明
し
、
定
期
考
査
の
振
り
返

り
の
際
に
も
『
メ
タ
認
知
能
力
を
発
揮
で

き
た
か
ど
う
か
』
を
３
段
階
で
振
り
返
ら

せ
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
記
述
を
見

る
と
、生
徒
は
、目
標
を
持
っ
て
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
課
題
ま
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た

が
、
メ
タ
認
知
的
な
問
い
か
け
を
し
て
考

え
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
」（
田
中
先
生
）

　

評
価
指
標
の
１
つ
に
は
、
ベ
ネ
ッ
セ
の

「
進
路
マ
ッ
プ
」（
＊
１
）
を
活
用
し
た
。

Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊
２
）
で
学
習
到
達
度
を
測
る

と
と
も
に
、「
進
路
マ
ッ
プ
」
の
ア
ン
ケ
ー

ト
項
目
に
メ
タ
認
知
能
力
や
自
己
調
整
能

力
に
関
す
る
学
校
独
自
の
質
問
を
加
え

た
。
そ
の
結
果
を
見
る
と
、
メ
タ
認
知
能

力
や
自
己
調
整
能
力
の
指
導
は
、
ま
だ
全

体
に
は
効
果
が
表
れ
て
い
な
い
と
捉
え
て

い
る
（
図
４
）。
さ
ら
に
、
１
学
期
末
と

２
学
期
末
に
実
施
し
た
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
で
は
、「
生
徒
の
取
り
組
み
」「
生

徒
の
意
識
」「
社
会
へ
の
関
心
や
貢
献
」「
他

者
と
協
働
的
に
学
ぶ
こ
と
」
に
関
す
る
項

目
で
前
向
き
な
変
化
が
表
れ
て
い
た
。
た

だ
、
そ
こ
で
も
メ
タ
認
知
能
力
と
自
己
調

整
能
力
に
は
課
題
が
見
ら
れ
た
。

　

16
年
度
か
ら
進
め
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

課
題
の
実
践
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
に
向
け
て

は
、
６
月
と
11
月
に
「
授
業
研
究
月
間
」

を
設
け
た
。
ま
ず
、
６
月
は
全
教
科
で
互

見
授
業
を
実
施
。
各
教
科
で
テ
ー
マ
を
設

け
て
授
業
を
行
い
、
参
観
者
は
、「
授
業

観
察
シ
ー
ト
」
に
、
目
標
に
対
す
る
指
導

生
は
指
摘
す
る
。

　
「
本
校
に
は
、ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー

ル
と
し
て
、ま
ず
は
や
っ
て
み
る
と
い
う

意
識
が
教
員
間
に
根
づ
い
て
い
ま
す
が
、

教
育
活
動
の
綿
密
な
効
果
検
証
は
手
薄
に

な
り
が
ち
で
し
た
。ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の

作
成
は
、振
り
返
り
の
重
要
性
を
認
識
す

る
大
き
な
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
」

　

田
中
先
生
は
、
担
当
す
る
「
数
学
Ⅰ
」

の
授
業
で
最
初
に
、
単
元
の
指
導
計
画
が

掲
載
さ
れ
、「
要
点
・
発
見
・
課
題
」
の

観
点
で
振
り
返
り
を
書
き
込
め
る
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
（
図
３
）
を
配
布
し
、
生
徒
が
見

通
し
を
持
っ
て
授
業
に
臨
め
る
よ
う
に
す

る
と
と
も
に
、
毎
時
間
振
り
返
り
を
行
わ

せ
る
よ
う
に
し
た
。
そ
し
て
、
単
元
の
最

後
に
は
、
日
常
の
問
題
を
授
業
で
学
ん
だ

数
学
的
な
知
識
・
技
能
を
用
い
て
解
決
す

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
出
し
、
そ
の

結
果
を
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
評
価
し
た
。

夏休み実行計画

１学年末の振り返り

「夏休み実行計画」と「１学年末の振り返り」のワークシート図２

＊学校資料をそのまま掲載

C
h

eck

教
科
を
超
え
た
授
業
研
究
で

指
導
の
強
み
・
弱
み
を
述
べ
合
う

＊１　ベネッセが提供する、生徒の「なりたい自分さがし」と「なりたい自分づくり」をサポートする教材（適性検査、学力テストなどがある）。
＊２　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「Ｓ１」〜「Ｄ３」までの１５段階で評価される。　

「学びの地図」（単元計画表）「数学Ⅰ」２次不等式図３

＊学校資料をそのまま掲載
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き
続
き
活
用
し
、
１
年
生
で
も
活
用
を
始

め
た
。「JA

PA
N

 e-Portfolio

」（
＊
３
）

の
活
用
も
視
野
に
入
れ
、
よ
り
効
果
的
な

活
用
法
を
探
っ
て
い
る
。

　

教
科
指
導
に
お
い
て
は
、ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
の
質
の
改
善
を
図
ろ
う
と
、「
Ｉ
Ｃ
Ｅ

モ
デ
ル
」（
＊
４
）の
活
用
を
始
め
た
。既

に
学
校
設
定
科
目
の「
探
究
ナ
ビ
」で
は
、

生
徒
に
自
身
の
活
動
を
振
り
返
ら
せ
、ど

の
段
階
の
学
び
が
達
成
で
き
て
い
る
の
か

「
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」で
測
っ
て
い
た
。

「
探
究
ナ
ビ
」
は
１
〜
３
年
次
で
系
統
的

に
教
科
横
断
型
の
探
究
学
習
を
行
う
科
目

で
、学
年
団
の
多
く
の
教
員
が
か
か
わ
る
。

同
科
目
で「
Ｉ
Ｃ
Ｅ
モ
デ
ル
」
を
活
用
し

た
こ
と
に
よ
り
、そ
の
有
効
性
が
浸
透
し
、

教
科
指
導
で
の
導
入
と
な
っ
た
。探
究
科

主
任
の
酒
井
将
平
先
生
は
こ
う
語
る
。

　
「『
Ｉ
Ｃ
Ｅ
モ
デ
ル
』で
こ
れ
ま
で
の
授

業
を
整
理
す
る
と
、ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
で
、ど
う
い
っ
た
資
質・能
力
を
育
も
う

と
し
て
い
る
の
か
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

学
び
の
質
に
着
目
し
た
授
業
設
計
は
、汎

用
性
が
高
く
、全
教
科
の
共
通
言
語
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、教
科
指
導
で

も
活
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

　

そ
こ
で
、18
年
度
初
め
に
全
教
員
が
参

加
す
る
校
内
研
修
を
実
施
し
、改
め
て
「
Ｉ

Ｃ
Ｅ
モ
デ
ル
」の
共
通
理
解
を
図
り
、
各

教
科
の
状
況
に
合
わ
せ
て
導
入
す
る
こ
と

と
し
た
。例
え
ば
、英
語
科
で
は
、定
期
考

査
後
に「
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」を
取
り

入
れ
た
振
り
返
り
を
行
い
、生
徒
が
自
身

の
理
解
度
を
メ
タ
認
知
で
き
る
よ
う
に
し

た
。ま
た
、「
数
学
Ⅰ
」で
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｅ
モ

デ
ル
」
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
行
い
、
前

年
度
の
取
り
組
み
に
加
え
、単
元
の
最
後

に
自
分
で
連
立
不
等
式
の
文
章
問
題
を
つ

く
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
行
っ
た
。

　
「
今
年
度
は『
文
章
を
読
ん
で
連
立
不
等

式
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
』と
い
う
生

徒
が
、前
年
度
の
14
％
か
ら
45
％
に
増
加

し
ま
し
た
。生
徒
は
深
く
考
え
る
こ
と
を

経
験
し
、１
次
不
等
式
の
単
元
の
理
解
が

進
ん
だ
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
田
中
先
生
）

　

今
後
は
、
個
々
の
教
育
活
動
で
回
さ
れ

て
い
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
連
動
さ

せ
、
学
校
教
育
目
標
の
達
成
の
た
め
の
大

き
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
構
築
す
る
こ

と
が
課
題
だ
。

　
「『
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン
』『
探
究
ナ
ビ
』

『
Ｉ
Ｃ
Ｅ
モ
デ
ル
』
な
ど
を
通
し
て
教
員

間
の
共
通
理
解
が
進
ん
だ
今
こ
そ
、
さ
ら

に
大
き
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す

る
好
機
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
教
科
を
超

え
て
議
論
を
加
速
さ
せ
、
生
徒
の
資
質
・

能
力
の
育
成
に
焦
点
を
あ
て
た
指
導
を
追

求
し
た
い
と
思
い
ま
す
」（
酒
井
先
生
）

法
の
適
切
さ
、
生
徒
の
学
び
の
成
立
、
参

観
者
自
身
の
学
び
に
つ
い
て
記
入
し
、
そ

れ
ら
の
内
容
を
教
科
内
で
総
括
し
た
。

　

11
月
に
は
、
全
教
科
の
互
見
授
業
に
加

え
、
各
教
科
で
研
究
授
業
を
実
施
。
さ
ら

に
、
数
学
・
理
科
・
英
語
が
授
業
を
公
開

し
て
全
体
研
究
授
業
を
開
催
。全
教
員
が

い
ず
れ
か
の
授
業
を
参
観
、ま
た
は
授
業

の
録
画
を
視
聴
し
、11
月
末
の
全
体
研
修

会
で
は
、参
観
し
た
教
科
ご
と
の
グ
ル
ー

プ
に
な
り
、指
導
案
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

課
題
、
評
価
方
法
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。そ
こ
で
は
、「
導
入
や
目
標
が
明

確
だ
っ
た
」「
抽
象
的
な
数
学
が
具
体
的

に
理
解
で
き
た
」「
メ
タ
認
知
能
力
の
育

成
の
観
点
が
弱
い
印
象
を
受
け
た
」な
ど
、

活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。３
学
年
副

担
任
の
竹
島
貴
之
先
生
は
こ
う
語
る
。

　
「
教
科
を
超
え
た
研
修
会
で
は
、
専
門

外
の
視
点
か
ら
の
指
摘
が
有
効
で
し
た
。

教
科
担
当
が
見
逃
し
や
す
い
改
善
点
を
把

握
で
き
ま
し
た
」

　

そ
れ
ら
の
検
証
を
踏
ま
え
、
生
徒
が
自

分
で
学
び
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
着
実

に
回
せ
る
よ
う
、
18
年
度
は
ベ
ネ
ッ
セ
の

「
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
」
を
導
入
し
た
。

１
学
年
担
任
の
太
田
圭
輔
先
生
は
次
の
よ

う
に
説
明
す
る
。

　
「
生
徒
は
、
模
擬
試
験
の
結
果
に
一
喜

一
憂
す
る
だ
け
で
、
学
習
の
振
り
返
り
を

十
分
に
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。『
ス
タ

デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
』
の
帳
票
に
は
結
果
が

詳
細
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
自
己
調
整

能
力
の
育
成
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
ま
し

た
。
実
際
、
面
談
の
様
子
な
ど
か
ら
、
自

分
で
弱
点
を
把
握
し
、
克
服
し
よ
う
と
す

る
生
徒
が
増
え
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」

　

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
、
２
年
生
で
は
引

■定期考査の前や、夏休み等の期間、あるいは受験に際して、計画を立てて勉強
をしている

■授業の最後に学習内容の振り返りを行う時や、定期考査の後など、自分自身の
取り組みを振り返って、次の機会に生かそうと、考えるようにしている
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39

そう思わない

28

「進路マップ」での学校オリジナル質問の１年生の回答（抜粋）図４

＊学校資料を基に編集部で作成

A
ctio

n

共
通
理
解
が
進
ん
だ
今
、全
校
で
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
構
築
を
目
指
す

＊３　文部科学省大学入学者選抜改革推進委託事業（主体性等分野）で構築・運営する、高校 e ポートフォリオ、大学出願ポータルサイト。
＊４　カナダで開発された学習と評価のモデルのこと。Ideas（習得）、Connections（活用）、Extensions（探究）の３つの段階で学びの質の変容を捉える。
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特集
資質・能力を育む
指導のＰＤＣＡサイクル

Q8-586-000 2018 年度　VIEW21高校版 10月号 14頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校
10/02
引寺

再
念
校
10/04
南部

再
々
念
校

10/04
南部 − −/−

− − −/−
−Q8-586-000 2018 年度　VIEW21高校版 10月号 15頁 ＣＭ

ＹＫ
念
校
10/02
引寺

再
念
校
10/04
南部

再
々
念
校

10/04
南部 − −/−

− − −/−
−

P12-15_view21koukou-10g.indd   15 2018/10/04   17:19




